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１．GIGA 端末活用のポイント 
（１）本時の目標 
教科書に書かれている内容と，メンデルの行った実験の内容について論文を使って検証するととも

に，実験結果などに基づいて親の形質が子に伝わるときの規則性などについて自らの考えを導き，表
現することができる。 
（２）活用アプリ 
ロイロノート 
（３）GIGA端末以外で利用した機器 
 
（４）アプリの活用場面と目的 
■ オンライン ▢ オフライン 
授業での活用場面（授業概要） 
有性生殖で親の形質が子に伝わるときの伝わり方や規則性について調べるため，メンデルによって

書かれた論文を授業で紹介し，生徒がロイロノートの共有機能を使い，みんなで協力して論文を読み，
論文の内容と教科書の内容を比較する授業を行った。 
１時限目・・・有性生殖で親の形質が子に伝わるときの伝わり方や規則性について調べる。  
２時限目・・・メンデルが行った実験をもとに検証実験を行い遺伝子のはたらきを調べる。 
３時限目・・・孫の代への形質の伝わり方について，遺伝子の組み合わせをもとにまとめる。 

 

2．GIGA 端末活用の画面例（写真等） 
   
生徒の活動の様子 



３．効果と課題 
（１）GIGA端末（アプリ）を活用して効果的だった点 
一斉学習 ■ 教師による教材の提示 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ▢ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ▢ 発表や話し合い ■ 協働での意見整理 ■ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
これまでは，生徒に論文を印刷して配ることを考えたとき，教師の労力が大きいため断念してしま

うこともあったかと思うが，ICT を活用することによりプリントを印刷する手間も，配付する手間も
ない。また，今回の使ったロイロノートの共有機能は，１つのシートを全員で操作することが可能な
ため，論文は英語で書かれているものの，英語が苦手な生徒も一緒に内容を理解することが可能にな
った。大切な部分にラインを引くことで重要な部分を知ることができ，単語やヒントを書き込みなが
ら読み進めていくことができる。 
（２）GIGA端末（アプリ)を活用して課題に感じた点 
一斉学習 ▢ 教師による教材の提示 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ▢ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ▢ 協働での意見整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
 ネット環境に左右されてしまうことや，共有ノートを活用した授業であったため，自分がやらなく
ても周りの子がやってくれて内容がわかってしまうことがある。活動の際の事前確認が必要だと考え
る。 

 


